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1．背景と目的  

流域治水対策の一つとして，全国で

「田んぼダム」が推進されている．しか

し，田んぼダムの治水効果は流域面積

に占める水田面積の割合（水水田面積） 

に依存する 1)ため，傾斜地を多く含む流

域ではその効果は限定的である 2)．  

筆者らは，田んぼダムが適さない地

域でも導入可能な対策として，農地と農道の標高差

による広域な雨水貯留現象を「面的貯水」と定義し

水図 1 ，その効果を検討している 3)．本研究では，

これまでに開発した衛星リモートセンシングによる

農業地域の土地利用分類手法を活用して，面的貯水

の適地を自動抽出するアルゴリズム水以下，自動抽

出アルゴリズム を開発した．  

2．面的貯水適地の自動抽出アルゴリズム    

面的貯水の適地として，①農地を囲む道路標高が

農地標高より十分に高い，②傾斜地では農地を囲む

下流側の農道標高水図 2 の赤線 が農地標高とほぼ

同じか低いことが多いが，その道路だけをかさ上げ

すれば大きな貯水可能量を期待できる，③標高が高

い農道で囲まれた範囲に農地以外水園芸用施設，宅

地など が存在しないの 3 条件を設定し，自動抽出

アルゴリズムを構築した．解析ソフトは QGIS 

ver.3.34 を用いた．   

自動抽出アルゴリズムの全体フローを図 3 に示す．まず，道路中心線 2020水提供：

CGIS Japan から幹線道路のラインデータ水以下，幹線道路ラインデータ ，農地ポリ

ゴンデータ水提供：農林水産省 から特定した農地集約地域のポイントデータ水以下農

地ポイントデータ をそれぞれ作成する．さらに数値標高モデル水以下，DEM，提供：

基盤地図情報 を幹線道路ラインデータと重ねて，5 m 間隔で道路標高のポイントデー
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図 1 面的貯水のイメージ  
Diagram of rainwater storage in farmland 

surrounded by roads 

[10-27(P)] 2025年度（第74回）農業農村工学会大会講演会講演要旨集

－ 673 －



タ水以下，道路ポイントデータ を作成する．ま

た，DEM と農地ポイントデータを重ねて，農地

標高と農地面の傾斜方位を農地ポイントデータ

に設定する．  

次に，農地ポイントデータの傾斜方位に対し

て±90°に線分を引き，農地から最も近い幹線

道路ラインデータを選択する．選択した幹線道

路ラインデータ上に存在する道路ポイントデー

タの中で最も標高が低いポイントを選択し，道

路と標高差が 0.5 m 以上ある農地を抽出する．

これにより，下流側の農道を除く周辺の農道と

の標高差が大きい農地を抽出できる．  

最後に，抽出した農地の中で，園芸用施設（水宮

崎ら（水2023 3)の手法で抽出 が含まれていない

こと，かつ，農地面積が 1 ha 以上であることの

2 条件を満たす農地を面的貯水の適地とする．  

3．自動抽出アルゴリズムの適用結果  

本手法を，令和 3 年 7 月豪雨で面的貯水に類

似する冠水が発生した地域 4)を含む 1 級河川の

宝満川流域（水約 8,130 ha に適用した．園芸用施

設の抽出には 2020 年の衛星データ水Sentinel-2 

を用いた．  

宝満川流域への適用結果を図 4 に示す．農地

ポイントデータ 4,085 個のうち，面的貯水の適地

として 66 個が抽出された．このなかには令和 3

年 7 月豪雨の冠水域（水図 4 の黄枠 も含まれてお

り，正確に適地を抽出できたと考えられる．ま

た，抽出された他の地点も現地で確認したとこ

ろ，低平地，傾斜地ともに，標高差がある農道で

囲まれ農地が存在しており，面的貯水の適地を

精度よく抽出できた．   
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図 4 宝満川流域における面的
貯水適地の抽出結果 
Extraction results of suitable areas 

for rainwater storage in the Homan 
river basin 
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図 3 自動抽出アルゴリズム
の全体フロー 
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